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行政視察報告 Ｐ６

一般質問（２人が市政をただす） Ｐ３
常任委員長報告 Ｐ８

佐々木 加代子
議 長

12 月議会初日において、
議長に選任いただきました
佐々木加代子でございます。
責任の重さを改めて痛感

しており、緊張の連続ではございますが、市民の皆
様からの小さなお声に寄り添う議会として、円滑な
議会運営とさらなる活性化に努め、「住んで良かっ
たやわたはま」と市民の皆様に言っていただけるよ
う、議員一丸となって努力・精進してまいりますの
で、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

西 山 一 規
副議長

12 月 11 日の本会議におい
て、合併後 12 代目の副議長
に選任いただきました、西山
一規です。大変な重責であ
り、期待と不安が入り混じった気持ちでおります。
議員任期まで少々短い期間ではございますが、市

民の皆様の声をしっかりと受け止め、様々なことを
調査研究し、市政に反映してまいります。そして、
佐々木議長を補佐し、円滑な運営と議会活性化に努
めてまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願
いいたします。
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○：賛成、×：反対、－：退席、欠：欠席
（※：議長は採決に加わっていません）
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報告
第18号

専決処分の報告について（令和６年度八幡浜市一般会計補正予算
（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

○ ○ ○

欠
番

○ ○ ○ ○ 原案承認

議案
第71号 土地改良事業計画の概要について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第72号

南予地方水道水質検査協議会を設ける地方公共団体の数の減少及
び規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第73号

八幡浜市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第74号 八幡浜市特別職の職員の退職手当に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第75号

八幡浜市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例の制定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第76号 八幡浜市墓地条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第77号

八幡浜市県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第78号

八幡浜市水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第79号

八幡浜市水道法施行条例及び八幡浜市水道法施行条例の一部を改
正する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第80号

市立八幡浜総合病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第81号 令和６年度八幡浜市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第82号 令和６年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第83号 令和６年度八幡浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第84号 令和６年度八幡浜市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第85号 令和６年度八幡浜市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第86号 令和６年度八幡浜市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第87号 令和６年度八幡浜市下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第88号 令和６年度八幡浜市水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第89号 令和６年度八幡浜市簡易水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第90号 令和６年度市立八幡浜総合病院事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第91号 令和６年度八幡浜市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願
第６号 学校給食の無償化を求める請願 × ○ × × ○ × × × × × × × × ○ 不 採 択

請願
第７号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める請願 × × × × ○ × ○ × × × × × × × 不 採 択

議員提出
議案第４号 市長・市議同時選挙に関する特別委員会の設置について 無記名

投票
無記名
投票

無記名
投票

原案可決
（賛成９、反対５）

議員提出
議案第５号

前八幡浜市議会議長の議員辞職に関する調査特別委員会の設置に
ついて

無記名
投票

無記名
投票

無記名
投票

原案可決
（賛成９、反対５）

議 案 等 別 表 決 一 覧 表
令和６年12月定例会（会期：令和６年12月３日～12月 20日）



3 議会だより【令和７年２月】

２人が市政をただす！
定例会では、２人の議員が一般質問に立ち、市長はじめ関係理事者

の考えをただしました。
掲載は質問順で、質問及び理事者答弁は質問者本人が要約したものです。

なお、一般質問の詳細につきましては、会議録に掲載しています。

＊会議録は、市議会ホームページ（https://www.city.yawatahama.ehime.jp/category/gikai）
議会事務局、市立図書館でご覧になることができます。

質問者（質問順） 質 問 項 目 ページ

田 中 繁 則 １ 学校再編整備実施計画に基づく中学校統廃合の課題と対応策
について 4

攝 津 眞 澄 １ 八幡浜市長・市議会選挙に向けた投票率向上の取組について 5

議会を傍聴
しませんか？

次の定例会は３月に開
かれます。傍聴席は、八
幡浜庁舎７階に設置し
ています。傍聴席入口
には、受付簿を置いてあ
りますので、氏名、住所
等をご記入の上、是非と
も議会を傍聴してみて
ください。

インターネット配信
について

インターネットで本会議
（開会日、一般質問）の録画
中継を配信しています。八
幡浜市議会ホームページか
らご覧ください。なお、録
画中継の掲載期
間は１年間です。

こちらから
アクセス➡

１１月２６日 議会運営委員会
１２月 ３日 本会議（開会、議案説明）

９日 本会議（一般質問）
１１日 本会議（質疑、委員会付託）

１２月１２日 総務産業委員会
１３日 民生文教委員会
１６日 予算委員会
２０日 本会議（議案採決、閉会）

令和６年第５回八幡浜市議会12月定例会日程

こちらからアクセス
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学校再編整備実施計画に基づ
く中学校統廃合の課題と対応
策について
問 中学校３校統合後、令和７年度教育費関連予
算にはどのような変化が見込まれるのか。

答 中学校管理の電気代、上下水道代などの固定費
は削減されるが、中学校教育振興費、事務局費の児童・
生徒の指導、相談及び支援に関わる会計年度任用職員
の人件費などは必要な予算を確保する方針である。
増加分として、武道場新築の予算を計上する予定で

あるが、今年度予算でエアコン、Wi-Fi の移設、駐輪
場、テニスコート設置費や体操服、部活動ユニホーム
の購入費など、必要な予算を既に計上して統合に向け
て準備している。

問 令和７年度開校予定の八幡浜中学校の在籍生徒
数、教職員数、学級数についての見込みは。

答 今年の９月末現在の数字で、生徒数 404 人、通
常学級 10 学級、特別支援学級４学級を予定しており、
常勤の県費負担教職員 30 人程度、会計年度任用職員
９人程度を配置する予定である。

問 児童・生徒の指導や相談に関わる教育支援職員
（会計年度任用職員）について、統合後の配置見込みは。

答 来年度の八幡浜中学校は、不登校等対策１人、
スクールカウンセラー１人、新たに八代中学校にはな
い保健室支援員１人、スクール・サポート・スタッフ１
人、学校生活支援員１人を考えており、用務員１人、部
活動指導員３人、以上会計年度任用職員９人程度を予
定している。なお、スクールライフアドバイザーやス
クールソーシャルワーカーは、教育支援室に配置して
各学校を巡回する形をとっている。

問 統合によって移動する図書の管理や活用計画は。

答 図書の移動は、愛宕中、松柏中の全ての図書を
八幡浜中学校に持ち込み、管理することは困難であり、
愛宕中、松柏中から、昨年度から今年度にかけての２
年間で新規購入した図書を合わせて 800 冊を持ち込
み、それ以外の図書については、当面現在の学校に保
管する。各学校では、委員会活動で図書の紹介や多く
の本を読んだ人を表彰する活動などを行い、読書に親
しむ児童・生徒を増やしていく。

問 部活動の地域展開について、具体的にどのよう
な計画が進行しているのか。

答 部活動指導員は大会や練習試合の引率ができる
一方、指導補助員は引率ができないなど、指導範囲に
違いがある。令和８年度を目標に、地域人材の登用や
指導者の研修、育成を行う人材バンクとしての役割を
担う組織として総合型地域スポーツクラブの設立に取
り組む。クラブの在り方としては、中学校の運動部に
限らず、幼少期を含めた幅広い世代の子供たちのス
ポーツ活動、文化交流活動など、多様な活動の受皿と
なることを目指す。課題は、指導者資格を有する質の
高い指導者の確保であり、市のスポーツ協会から推薦
された外部指導員、兼職兼業の教職員などを想定して
いるが、一般公募による人材確保も検討していきたい。

問 「基本的には学校以外が担うべき業務」を教員
の仕事から除外していく方針を示しているのか。

答 「登下校に関する対応」は、地域の交通安全協
会、保護者、企業、教員ＯＢ等の協力を得て児童・生徒
の見守り等を行っている。「夜間の補導」は、市の補導
委員会に地域の健全育成に協力していただいている。
「学校徴収金」は、授業を行う教員の負担にならない
よう事務職員が一括して管理している。
が、例えば登校への対応を例にすると、子供たちは

７時半前後には登校するが、教員が教室あるいは校門
で出迎える、配慮を要する子供たちと一緒に登校する
ことは大事なことではないか。一律に教員の仕事では
ないという指導はしていない。

田 中 繁 則議員 学校統合により実現されるべき「よりよ
い教育環境」とは、どのようなものなのか
教育長
学級の中で複数のグループ学習が成立し、多様
な意見交換ができ、学校生活を通して豊かな人
間関係を築くことができる規模、また運動会や
文化祭、小学校では学習発表会などの学校行事
で活性化を図ることができる規模と考える
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攝 津 眞 澄議員 若者世代の投票参加促進について、今後
の対策を伺う
市長
いち早く選挙への興味・関心や知識を持っても
らうための取組として、今後は高校生だけでな
く、中学生に対しても啓発講座を実施すること
を検討していきたい

八幡浜市長・市議会選挙に向け
た投票率向上の取組について
問 投票所までのアクセスが困難であることが、
投票率低下の一因と考える。高齢者や身体に障害の
ある方など交通手段が限られる市民にとって、投票
所への移動が大きな負担である。移動投票所を導入
して、特定の地域や高齢者施設まで出向いたり、タク
シーやバスの無料チケットを配付したりする等、今
後の対策について伺う。

答 今後このような方々に投票していただくため
に、移動期日前投票所に限らず、タクシー
券の交付や借り上げタ
クシーの手配等の支援
も含め検討していく。

問 期日前投票の広報を強化し、利便性の高い場
所に臨時投票所を設置するなど具体的な対策を伺う。

答 過去に市内商業施設での臨時期日前開設を検討
し、事業所との協議を行った。投票所として使用でき
るスペース、動線の確保や商業施設内での投票システ
ムの構築、費用面等様々な問題が生じたため断念した。
こうした経緯も踏まえ、現在のところ商業施設などに
臨時期日前投票所を開設する予定はない。

要望 特に市民の利用頻度
が高いスーパーは「買物のつ
いで投票」として一定数の投
票が見込まれるため、再度検
討されたい。

問 市長・市議会議員選挙をするために必要な予
算配分を伺う。

答 選挙の種別により異なるが、市長選と市議選を

予定していた令和３年度の例で申し上げると、当初予
算ベースの主な歳出として、投票管理者や立会人等へ
の報酬、選管職員の手当、選挙当日事務従事者の手当
やポスター掲示場設置謝礼等の報償費、公営物資等の
消耗品や投票用紙の印刷製本費等の需用費、入場券、
郵送料等の通信運搬費や選挙機器整備の手数料等の役
務費、ポスター掲示場設置等の委託料、開票場、会場等
の使用料など合計で市長選の場合 2,699 万 7,000 円、
市議選の場合 4,797 万 7,000 円を計上した。

問 市長・市議同時選挙にした場合であっても、投
票率向上に繋がるかは疑問である。この機会にメ
リット・デメリットをしっかり理解いただけるよう、
市民に分かりやすく説明いただきたい。

答 あくまで同時選挙実施の決定権は議会にある。
メリットとしては、有権者が一度に投票できる利便
性、投票率の向上、選挙事務に要する経費の削減、投票
立会人などの負担軽減、市民の関心が高まることによ
る争点の明確化等が考えられる。デメリットとして
は、議会解散のタイミングによっては新人候補者の準
備期間が減少する可能性があること、市民に負託され
た４年の任期を残しての解散となること、複数の投票
となることによる選挙事務の煩雑化、開票時間の延伸
等が考えられる。また選挙後、任期中の市長の退任や
市議会の解散等により再び選挙の時期がずれることも
ある。

要望 市長・市議選挙は、本市の将来を担う重要な
選挙であり、１人１人の参加が、より良い八幡浜市を
築き上げるために不可
欠である。
地域の特性に合った
投票率向上策を講じる
ことが、市民の政治参
加意識に繋がるため、
今後も前向きに検討い
ただきたい。
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田
市

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
に
つ
い
て

●
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
と
は

特
定
の
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
み
で

使
用
で
き
る
地
域
通
貨
の
デ
ジ
タ
ル
版
。

沼
田
市
の
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
名
称
は

「
ｔ
ｅ
ｎ
ｇ
ｏ
ｏ（
て
ん
ぐ
ー
）」。市
内
の
加
盟
店

で
の
み
利
用
可
能
な
電
子
マ
ネ
ー
で
あ
る
。

●
事
業
目
的

１
．
市
内
事
業
者
支
援
の
た
め
の
消
費
喚

起
。

２
．
電
子
ク
ー
ポ
ン
等
、
商
品
券
に
代
わ
る

経
済
活
性
対
策
機
能
の
構
築
。

３
．
市
内
経
済
循
環
の
改
善
、
決
済
手
数
料

の
市
外
流
出
防
止
。

４
．
非
接
触
型
決
済
の
普
及
に
よ
る
接
触
感

染
リ
ス
ク
の
低
減
。

５
．
行
政
か
ら
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
る
市

民
参
加
の
促
進
。

６
．
市
内
限
定
の
電
子
通
貨
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
。

●
ｔ
ｅ
ｎ
ｇ
ｏ
ｏ
の
特
徴

１
．
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、
カ
ー
ド
の

両
方
で
利
用
可
能
。

２
．
ｔ
ｅ
ｎ
ｇ
ｏ
ｏ
に
チ
ャ
ー
ジ
し
た
際
、

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
が
付
く
。

３
．
加
盟
店
へ
の
利
用
代
金
支
払
い
の
際
の

振
込
手
数
料
を
市
負
担
。
ま
た
、
代
金

を
請
求
す
る
際
に
加
盟
店
側
の
事
務
負

担
が
な
い
。

４
．
決
済
手
数
料
の
市
外
流
出
防
止
。

●
事
業
効
果

令
和
５
年
度
は
、
消
費
喚
起
効
果
が
５
億

７
千
万
円
、
こ
れ
を
受
け
た
経
済
波
及
効
果

が
４
億
７
千
万
円
。
決
済
手
数
料
流
出
防
止

１
８
９
３
万
円
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
非
接
触

型
決
済
の
普
及
に
よ
る
接
触
感
染
リ
ス
ク
の

低
減
、
行
政
か
ら
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
る

市
民
参
加
の
促
進
。

八
幡
浜
市
で
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
導
入
す

る
に
は
、
膨
大
な
初
期
費
用
や
、
運
営
資

金
へ
の
財
政
負
担
、
交
付
金
・
助
成
金
が

な
く
な
っ
た
場
合
の
シ
ス
テ
ム
破
綻
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
通

貨
は
今
後
普
及
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
い

く
つ
か
の
問
題
を
解
決
す
れ
ば
導
入
は
可

能
と
の
意
見
も
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

群
馬
県
藤
岡
市

防
災
公
園
に
つ
い
て

●
防
災
公
園
と
は

普
段
は
地
域
住
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
憩
い
の
場
と
し
て
機
能
し
、
災
害
時
に
は

避
難
場
所
、
物
資
の
集
積
地
、
救
援
活
動
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
た

公
園
の
こ
と
。

●
藤
岡
市
防
災
公
園
の
概
要

【
公
園
面
積
】

約
４
．
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

【
総
事
業
費
】

約
９
億
５
千
万
円

【
供
用
開
始
】

令
和
３
年
７
月

【
管
理
運
営
】

直
営

【
施
設
の
設
備
】

備
蓄
倉
庫
約
５
０
８
㎡
、

幼
児
広
場
・
芝
生
広
場
約
１
．
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
遊
具
広
場
、
調
整
池
、
駐
車
場
（
84
台

分
）。

【
非
常
時
の
設
備
】
備
蓄
倉
庫
、炊
き
出
し

用
「
か
ま
ど
」
に
転
用
で
き
る
ベ
ン
チ
、
最

大
２
５
０
戸
の
応
急
仮
設
住
宅
用
地
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
離
発
着
場
、
下
流
河
川
に
流
す
水

の
量
を
調
整
す
る
た
め
の
２
つ
の
調
整
池
、

外
灯
は
す
べ
て
太
陽
電
池
と
蓄
電
池
に
よ
る

独
立
型
、
一
部
の
外
灯
に
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト

が
付
属
。

八
幡
浜
市
で
は
、
藤
岡
市
防
災
公
園
ほ

ど
の
広
い
場
所
を
確
保
す
る
の
は
難
し
い

が
、
近
年
の
豪
雨
災
害
や
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
、
津
波
な
ど
の
災
害
を
考
慮
す
る

と
、
防
災
公
園
の
早
急
な
整
備
が
必
要
で

あ
る
と
再
認
識
し
た
。
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総
務
産
業
委
員
会

行
政
視
察
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告

総
務
産
業
副
委
員
長

平
野
良
哉

沼田市役所での説明

かまどに転用できるベンチ 防災井戸防災シェルター



神
奈
川
県
座
間
市

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

取
組
に
つ
い
て

●
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は

循
環
型
経
済
と
も
呼
ば
れ
、
資
源
を
使
い

切
る
こ
と
な
く
効
率
よ
く
再
利
用
し
、
廃
棄

物
の
発
生
を
極
力
抑
え
る
仕
組
み
で
あ
る
。

座
間
市
で
は
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、こ
の
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、

１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
が
神
奈
川

県
内
で
最
も
少
な
い
６
６
２
ｇ
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
31
％
を
超
え
る
な
ど
、
着
実
に
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

●
ご
み
収
集
の
効
率
化

令
和
３
年
度
か
ら
鉄
道
会
社
と
協
定
を
結

び
、塵
芥
収
集
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。こ

の
シ
ス
テ
ム
で
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
収
集
車

両
に
搭
載
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
収
集
ル
ー
ト
を

最
適
化
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、一
車
両
あ
た
り

の
ご
み
積
載
量
が
２
１
３
㎏
増
加
し
、収
集
作

業
の
効
率
が
大
幅
に
向
上
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

年
間
の
運
搬
回
数
は
１
６
．３
％
減
少
し
、作

業
時
間
や
燃
料
費
が
削
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
取
組
へ
の
余
力
も
生
ま
れ
て
い
る
。

●
市
民
啓
発
活
動
の
強
化
に
つ
い
て

ご
み
収
集
車
両
に
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ざ
ま
り
ん
」
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
子

ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
る
工
夫
を
凝
ら
す
こ

と
で
、
以
前
の
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
改

善
さ
れ
、市
民
か
ら
の
好
感
度
も
向
上
し
た
。

さ
ら
に
、
収
集
作
業
員
が
廃
材
を
使
っ
て
手

作
り
し
た
子
ど

も
遊
具
を
提
供

し
た
り
、
年
間

50
回
程
度
保
育

園
を
訪
問
し
て

ご
み
の
分
別
を

学
ん
だ
り
す
る

な
ど
、
市
民
と

の
交
流
も
積
極

的
に
行
わ
れ
て

い
る
。

●
剪
定
枝
の
波
状
収
集

効
率
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
余
力
を
活
用

し
、
新
た
な
取
組
も
実
施
。
以
前
は
家
庭
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
剪
定
枝
は
、
他
の
ご
み

と
一
緒
に
収
集
・
焼
却
さ
れ
て
い
た
が
、
剪

定
枝
だ
け
を
収
集
す
る
車
両
を
専
用
に
配
置

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
に
運
搬
す
る
こ
と
に

よ
り
、
令
和
３
年
度
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

と
し
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
量
が
９
６
６
ト
ン
に

達
し
、
同
時
に
家
庭
系
可
燃
ご
み
は
１
４
１

０
ト
ン
も
減
少
し
た
。

座
間
市
の
先
進
的
な
取
組
は
、
本
市
で

も
活
用
で
き
る
新
た
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア

が
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
循
環
型
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
た
。

東
京
都
荒
川
区

都
市
公
園
内
保
育
所
に
つ
い
て

「
に
じ
の
森
保
育
園
」
の
敷
地
は
１
６
０

０
㎡
、本
市
神
山
こ
ど
も
園
の
約
１
・
６
倍
、

園
舎
の
周
囲
に
は
日
光
を
遮
る
建
物
が
な

く
、
本
市
王
子
の
森
公
園
の
約
６
倍
、
13
ha

の
広
大
な
都
立
汐
入
公
園
を
園
庭
と
し
て
利

用
で
き
る
開
放
的
な
環
境
に
あ
る
。

園
の
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
民
設

民
営
で
行
わ
れ
て
お
り
、
敷
地
は
東
京
都
か

ら
公
園
占
有
賃
貸
の
形
で
借
り
、
園
舎
建
物

は
補
助
金
を
活
用
し
て
運
営
団
体
が
建
設
し

た
。
保
育
業
務
や
施
設
管
理
、
職
員
の
採
用

な
ど
も
運
営
団
体
が
行
い
、
人
件
費
や
建
物

管
理
費
な
ど
は
荒
川
区
が
負
担
す
る
形
と

な
っ
て
い
る
。

●
公
園
内
に
保
育
園
を
設
置
す
る
際
の
課

題
に
つ
い
て

こ
の
取
組
は
全
国
初
の
事
例
で
あ
っ
た
た

め
、国
や
東
京
都
と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
、

保
育
園
不
足
の
深
刻
さ
を
丁
寧
に
説
明
し
て

特
区
と
し
て
認
定
を
受
け
た
。
ま
た
、
園
舎

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
公
園
と
調
和
す
る
景

観
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
空
間
づ
く
り
を
重
視
し
、

色
や
形
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

●
運
営
面
に
つ
い
て

公
園
内
に
立
地
す
る
利
点
と
し
て
、
園
舎

を
出
て
す
ぐ
に
遊
べ
る
こ
と
や
、
緑
豊
か
な

環
境
で
子
ど
も
た
ち
が
心
穏
や
か
に
過
ご
せ

る
点
が
あ
る
。

防
災
・
防
犯
対
策
と
し
て
、
月
例
の
避
難

訓
練
に
加
え
、
消
防
署
や
警
察
署
の
指
導
を

受
け
た
訓
練
、
不
審
者
対
応
や
園
舎
周
囲
の

巡
回
を
実
施
。
ま
た
、
虐
待
な
ど
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
児
童
相
談
所
や
警
察
と
連
携

が
取
れ
て
い
る
。

●
都
立
汐
入
公
園
と
の
連
携
に
つ
い
て

園
児
は
公
園
内
の
広
場
や
遊
具
を
活
用
し

て
お
り
、
休
日
に
も
保
護
者
と
一
緒
に
訪
れ

る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
目
的
と
し
た「
子
育
て
サ
ロ
ン
」に
は
、

昨
年
度
約
３
８
０
０
人
が
参
加
し
、
地
域
の

子
育
て
支
援
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

視
察
を
通
じ
て
、
に
じ
の
森
保
育
園
が

養
護
と
教
育
の
両
面
で
優
れ
た
環
境
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
事

例
は
、
八
幡
浜
市
立
神
山
こ
ど
も
園
の
公

園
内
移
設
に
お
い
て
も
非
常
に
参
考
に
な

り
、
立
地
や
設
計
に
お
い
て
地
域
特
性
を

活
か
し
た
計
画
づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
る
。
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中
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ラッピングされた収集車両

公園内の視察



土
地
改
良
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

問

こ
の
事
業
の
対
象
農
家
戸
数
は
い

く
つ
あ
る
か
。
事
業
完
成
後
、
最
低
で
も

何
年
間
の
耕
作
義
務
が
あ
る
か
。
途
中
で

や
め
た
場
合
、
補
助
金
の
返
還
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
制
約
は
あ
る
か
。

答

今
回
の
対
象
の
農
家
戸
数
は
12
戸
で

あ
る
。
事
業
完
了
を
公
告
し
、
翌
年
度
の
４

月
１
日
か
ら
起
算
し
て
８
年
間
は
継
続
し
て

耕
作
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
８
年
以
内
に
や

め
る
と
特
別
徴
収
金
が
徴
収
さ
れ
る
。

問

事
業
主
体
が
市
と
県
の
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
通
常
は
、
国
が
50
、
県
が
25
、
市

と
地
元
が
そ
れ
ぞ
れ
12
・
５
の
負
担
割
合

が
、
何
年
か
前
か
ら
国
の
比
率
が
５
％
上

が
っ
て
い
る
。
市
の
単
独
工
事
に
対
し

て
、
県
の
割
合
が
５
％
と
低
く
、
地
元
と

市
の
負
担
が
大
き
い
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、
８
億
円
で
、
急
峻
な
山
の
場
所

に
９
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
事
を
す
る
こ

と
が
実
際
に
で
き
る
の
か
。
工
事
期
間
は

令
和
13
年
ま
で
と
あ
る
が
、
資
材
や
賃
金

な
ど
物
価
が
上
が
っ
て
い
る
中
で
は
予
算

が
倍
近
く
に
な
る
可
能
性
を
危
惧
し
て
お

り
、
工
事
費
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答

補
助
割
合
、負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
て
お
り
、
今

回
も
そ
れ
に
の
っ
と
り
計
上
し
て
い
る
。

工
事
費
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
物
価
高
騰

や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
増
額
と
な
る
可
能

性
は
あ
る
。
８
億
円
と
い
う
の
は
、
現
時
点

で
の
概
算
金
額
と
捉
え
て
ほ
し
い
。

八
幡
浜
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問

民
間
企
業
で
は
物
価
高
に
伴
う
従

業
員
の
賃
金
増
が
政
府
・
経
済
界
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
る
。
市
に
お
い
て
も
人
事
院

勧
告
を
受
入
れ
、
市
職
員
の
給
与
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
財
源
は
ど
こ

か
ら
持
っ
て
く
る
の
か
。
市
の
自
主
財
源

の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
も
人
事
院

勧
告
を
受
け
入
れ
続
け
る
こ
と
で
財
政
を

圧
迫
す
る
恐
れ
は
な
い
の
か
。
職
員
の
意

欲
や
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は

給
与
を
引
き
上
げ
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、

人
事
院
勧
告
を
受
け
入
れ
続
け
た
結
果
、

市
民
に
向
け
た
施
策
へ
の
影
響
が
で
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
実
現
の

た
め
に
職
員
は
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
政
策
を
決
定
す
る

の
は
市
長
だ
が
、
そ
の
政
策
を
支
え
て
い
る

の
は
職
員
で
あ
り
、
支
え
る
た
め
に
は
一
定

の
知
識
・
経
験
・
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
状
で
は
職
員
採
用
試
験
へ
の
応
募

が
少
な
い
。
給
与
待
遇
を
他
市
並
み
に
や
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
優
れ
た
人
材
が
集
ま

ら
ず
、
結
果
と
し
て
市
の
発
展
や
市
民
の
た

め
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
給
与
改
定
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
人
事
院

勧
告
に
基
づ
い
て
行
い
た
い
。

ま
た
、
人
事
院
勧
告
実
施
の
た
め
の
財
源

と
し
て
、
最
終
的
に
財
政
調
整
基
金
を
充
て

る
と
言
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
予
算
編
成
の
た

め
に
15
億
円
程
度
は
確
保
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
万
が
一
の
大
災
害

発
生
に
備
え
て
お
く
必
要
も
あ
る
。
な
お
、

大
災
害
の
際
に
は
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
遅
れ
て
く
る
た
め
、
迅
速

に
復
興
を
行
う
た
め
の
緊
急
の
予
算
も
必
要

と
言
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
40
億
円
程
度
の

財
政
調
整
基
金
は
持
っ
て
お
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
20
年
度
末
に
は
約

11
億
円
で
あ
っ
た
財
政
調
整
基
金
が
、
今
は

40
億
円
を
超
え
て
お
り
、
従
前
に
比
べ
れ
ば

一
定
の
余
裕
が
あ
る
た
め
、
財
政
状
況
が
厳

し
く
市
民
の
た
め
の
予
算
が
組
め
な
い
と

言
っ
た
状
況
に
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

む
し
ろ
、
万
が
一
に
備
え
た
貯
金
も
必
要
で

あ
る
が
、
物
価
高
の
中
で
市
民
に
対
す
る
還

元
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い

き
た
い
。
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八
幡
浜
市
墓
地
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

納
骨
施
設
の
建
設
費
や
管
理
運
営

に
つ
い
て
伺
う
。

答

納
骨
施
設
の
建
設
費
及
び
整
備
に
関

す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
建
設
費
が
約
６
７

０
０
万
円
、
備
品
購
入
等
の
費
用
が
約
６
０

０
万
円
、
総
額
約
７
３
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
ど
の
く

ら
い
の
業
務
量
が
あ
る
か
、
事
前
申
請
を
開

始
す
る
３
月
の
状
況
も
踏
ま
え
て
確
認
を
し

な
が
ら
、
詳
細
を
詰
め
て
い
く
。

問

ど
の
く
ら
い
の
使
用
者
、
使
用
期

間
で
、
施
設
の
整
備
費
用
が
回
収
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
か
。

答

初
年
度
の
使
用
見
込
を
、
納
骨
壇
は

24
体（
使
用
期
間
10
年
）、合
葬
室
は
25
体
と

し
た
場
合
、
納
骨
壇
で
２
４
０
万
円
、
合
葬

室
で
25
万
円
、
合
計
２
６
５
万
円
の
使
用
料

収
入
が
あ
る
。
こ
れ
を
年
間
使
用
料
と
仮
定

し
た
場
合
、
約
27
年
で
採
算
が
と
れ
る
計
算

に
な
る
。

し
か
し
、
納
骨
施
設
は
採
算
性
を
求
め
る

施
設
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問

市
が
想
定
し
て
い
る
納
骨
施
設
の

使
用
者
と
は
。

答

納
骨
施
設
の
使
用
者
は
、
お
墓
の
問

題
で
困
っ
て
い
る
方
、
低
料
金
で
安
全
に
使

用
し
た
い
方
を
想
定
し
て
い
る
。

令
和
４
年
８
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
で
は
、「
納
骨
施
設
に
対
し
て
重

視
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
①
料
金
、
②
管
理

面
、
③
利
便
性
の
順
に
回
答
が
多
か
っ
た
。

こ
の
調
査
を
基
に
市
で
は
施
設
整
備
を
進
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

使
用
料
の
減
免
が
適
用
さ
れ
る
事

例
と
は
。

答

使
用
料
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、

規
則
以
下
で
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。想

定
さ
れ
る
事
例
と
し
て
、
免
除
は
、
被

収
蔵
者
が
「
行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
取

扱
法
」第
１
条
に
規
定
す
る
死
亡
者
の
場
合
、

歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
病
人
で
あ
り
療
養
の

方
法
が
な
く
か
つ
救
護
者
が
い
な
い
方
、
死

亡
者
の
場
合
は
引
き
取
り
手
が
い
な
い
方
な

ど
。
減
額
は
、被
収
蔵
者
が
、「
災
害
対
策
基

本
法
」
第
２
条
に
規
定
す
る
、
暴
風
、
豪
雨
、

土
石
流
、
大
規
模
な
火
事
、
爆
発
な
ど
の
災

害
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
場
合
。
そ
の
他
、
被

収
蔵
者
が
、
市
長
に
お
い
て
使
用
料
を
納
付

す
る
資
力
が
な
い
と
認
め
る
場
合
を
想
定
し

て
い
る
。

要
望

納
骨
施
設
の
運
用
開
始
に
際
し

て
は
、
市
民
へ
の
事
前
の
周
知
及
び
説
明

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
運
用
開
始
後
も
、

市
民
の
意
見
も
集
め
、
臨
機
応
変
な
対
応

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
納
骨
施
設
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
作
成
す
る
際
に
は
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
な
ど
を
取
り
入
れ
、
高
齢
者
で
も
理
解

し
や
す
い
も
の
を
お
願
い
し
た
い
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て

賛
成
意
見

文
部
科
学
省
は
今
年
６
月

に
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
関
す
る
全
国

調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
昨
年
９
月
時

点
で
、
全
国
１
７
９
４
自
治
体
の
う
ち
、

７
２
２
自
治
体
（
約
40
％
）
が
公
立
小
中

学
校
で
給
食
費
無
償
化
を
実
施
、
そ
の
う

ち
５
４
７
自
治
体
（
約
30
％
）
は
児
童
生

徒
全
員
を
無
償
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
無
償
化
の
実
施
に
は
、
自
治

体
の
財
政
状
況
に
よ
る
格
差
が
あ
り
、
公

平
性
に
欠
け
て
い
る
。
子
ど
も
の
貧
困
も

進
ん
で
お
り
、
憲
法
26
条
第
２
項
に
お
い

て
義
務
教
育
の
無
償
化
が
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
給
食
費
の
無
償
化
も
国
の

責
任
と
し
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
意
見

現
在
、
市
が
行
っ
て
い
る

給
食
に
関
す
る
支
援
を
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
臨
時
特
別
給
付
金
と
し
て
対
象
児
童

一
人
あ
た
り
２
万
円
を
支
給
、
就
学
援
助

制
度
で
給
食
費
や
学
用
品
費
を
援
助
、
給

食
一
食
あ
た
り
に
20
円
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
市
の
財
政
だ
け
で
は
支
援
に

限
界
が
あ
る
。
国
に
よ
る
無
償
化
が
進
め

ば
、市
の
給
食
に
関
す
る
支
援
の
財
源
を
、

他
の
用
途
に
使
え
る
よ
う
に
も
な
る
た

め
、
国
に
よ
る
学
校
給
食
無
償
化
を
ぜ
ひ

進
め
て
ほ
し
い
。
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女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速

や
か
な
批
准
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

賛
成
意
見

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
１

９
７
９
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
日
本
も

１
９
８
５
年
に
批
准
し
た
が
、
そ
れ
を
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
選
択
議

定
書
に
は
批
准
し
て
い
な
い
。
選
択
議
定

書
に
は
、
女
性
差
別
に
関
す
る
個
人
通
報

制
度
や
調
査
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
条
約
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
も

批
准
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
男
女
差
別
の
中
で
、最
も

課
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は「
賃
金
格
差
」で

あ
る
。日
本
の
女
性
の
賃
金
は
男
性
の
７
割

で
あ
る
こ
と
、女
性
が
多
く
働
く
介
護・福

祉・保
育
な
ど
の
分
野
で
は
給
与
が
低
い
こ

と
、非
正
規
労
働
者
の
割
合
が
高
い
と
い
っ

た
実
態
が
あ
る
。ま
た
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
防
止
、民
事
救
済
す
る
法
律
が

な
く
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
法
整
備
が

な
い
の
は
、日
本
、チ
リ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
の
み

で
あ
る
。さ
ら
に
、家
父
長
制
の
影
響
で
女

性
の
役
割
分
担
も
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
１
４
６
か
国

中
１
１
８
位
と
低
い
状
態
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
選

択
議
定
書
の
批
准
を
求
め
た
い
。

反
対
意
見

こ
の
件
に
関
し
て
は
、日
本

政
府
が「
司
法
権
の
独
立
を
侵
す
可
能
性

が
あ
る
」と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、も
っ

と
国
、政
府
が
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

神
山
こ
ど
も
園
実
施
設
計
委
託
料
に
つ

い
て問

設
計
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
コ

ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答

県
内
初
の
公
園
内
の
保
育
所
と
い
う

こ
と
で
、
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
緑
化

対
策
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
緑
化
対
策
の
例

と
し
て
、
園
庭
の
芝
生
化
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。

問

定
員
１
２
０
名
と
い
う
の
は
、
将

来
的
な
保
育
所
の
統
合
等
を
考
え
て
の
も

の
か
。

答

八
幡
浜
市
保
育
所
等
再
編
整
備
計
画

に
お
い
て
、
令
和
14
年
の
推
計
で
統
廃
合
を

す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
神
山
こ
ど
も
園
58

名
、双
岩
保
育
所
13
名
、川
上
保
育
所
14
名
、

真
穴
保
育
所
21
名
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
は

１
０
６
名
の
児
童
数
と
推
計
し
、
将
来
的
な

出
生
数
の
低
下
や
保
育
所
の
統
廃
合
も
視
野

に
入
れ
建
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

令
和
９
年
４
月
の
開
園
を
少
し
で

も
早
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答

実
施
設
計
、
工
事
費
の
確
定
、
議
会

の
承
認
等
を
予
定
し
た
上
で
、
最
短
が
令
和

９
年
４
月
で
あ
る
。

魚
類
養
殖
共
済
支
援
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て

問

養
殖
共
済
へ
の
補
助
も
必
要
だ
が
、

飼
料
代
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
こ
れ
に
対

す
る
補
助
も
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

養
殖
業
者
の
飼
料
代
等
の
高
騰
対
策

に
つ
い
て
は
、
飼
料
等
の
価
格
が
基
準
を
超

え
た
場
合
に
補
助
を
行
う
「
八
幡
浜
市
漁
業

用
燃
油
及
び
飼
料
高
騰
対
策
緊
急
支
援
事
業

補
助
金
」
を
令
和
５
年
度
に
新
た
に
設
け
、

今
年
度
も
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

問

養
殖
業
者
が
減
り
続
け
て
い
る
中
、

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
担
い
手
を
増
や
す

こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答

人
材
育
成
及
び
人
材
確
保
と
い
う
点

で
は
、「
漁
業
を
支
え
る
担
い
手
育
成
事
業

補
助
金
」
を
設
け
て
お
り
、
新
規
に
漁
業
を

さ
れ
る
方
へ
の
補
助
制
度
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
方
が
漁
業
を
さ
れ
て
い
る
方
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
漁
業
を
行
う
里
親
制
度
を
設
け

て
い
る
。
こ
の
制
度
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

２
名
が
新
規
就
業
し
、
う
ち
１
名
が
養
殖
業

者
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
漁
協
や
市
職
員
が
東
京
な
ど
で
開

催
さ
れ
る
水
産
業
フ
ェ
ア
に
出
向
き
、
本
市

で
の
漁
業
へ
の
就
業
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
る
。

担
い
手
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う

指
摘
は
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
こ
の
た
め

市
で
は
、
既
存
の
制
度
を
見
直
し
、
充
実
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
市
の
支
援

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
漁
船
や
最
新
設

備
の
導
入
に
対
す
る
国
の
支
援
策
な
ど
も
あ

る
た
め
、
そ
れ
ら
の
周
知
も
図
っ
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
、
漁
協
な
ど
と
も
、
ど
う
い
う

対
策
が
で
き
る
の
か
、
十
分
に
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
。

議会だより【令和７年２月】 10

予
算
委
員
長
報
告

予
算
委
員
長

平
野
良
哉神山こども園が建設される王子の森公園



企
業
等
誘
致
促
進
事
業
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
11
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
八
幡
浜
店
を
対
象
と
す
る
企
業

誘
致
に
係
る
補
助
金
で
あ
る
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
出
店
は
、
日
本
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
し
て
運
営
を
委
託
さ
れ

て
い
る
、
株
式
会
社
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ
の
両

者
が
あ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

こ
の
２
社
に
対
し
て
奨
励
措
置
を
講
ず
る
も

の
で
あ
る
。
企
業
等
立
地
促
進
奨
励
金
の
額

は
、
投
下
固
定
資
産
額
の
40
％
以
内
で
、
上

限
は
１
億
円
で
あ
る
。

問

土
地
は
売
却
し
た
の
か
。
ま
た
、

建
物
だ
け
で
３
億
円
も
す
る
の
か
。

答

土
地
は
賃
貸
借
契
約
を
結
ん
で
い

る
。ま

た
、
企
業
等
立
地
促
進
奨
励
金
は
、
建

物
の
み
な
ら
ず
、
機
械
類
な
ど
の
設
備
投
資

分
も
対
象
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ

る
と
３
億
円
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。

問

人
口
が
減
っ
て
い
る
本
市
に
お
い

て
は
、
経
営
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
撤
退
し
た
い
と
な
っ
た
と
き

に
、
奨
励
金
を
返
還
し
て
も
ら
う
と
い
う

の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、

営
業
期
間
の
縛
り
は
あ
る
の
か
。

答

賃
貸
借
契
約
は
30
年
で
結
ん
で
い

る
。
民
間
企
業
で
あ
る
た
め
、
業
績
に
よ
っ

て
は
撤
退
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
３

億
円
以
上
の
投
資
が
回
収
で
き
ず
に
撤
退
と

な
る
と
、
会
社
に
と
っ
て
大
き
な
損
害
で
あ

る
た
め
、
で
き
る
だ
け
長
く
営
業
を
続
け
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

道
路
維
持
修
繕
工
事
費
に
つ
い
て

こ
れ
は
市
が
管
理
す
る
市
道
や
里
道
な
ど

道
路
等
の
維
持
補
修
工
事
に
要
す
る
費
用
で

あ
る
。

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に
「
す
ぐ
や
る

土
木
」
予
算
と
し
て
４
３
０
０
万
円
を
確
保

し
て
い
た
が
、
10
月
末
時
点
で
執
行
額
が
４

２
０
０
万
円
を
上
回
っ
て
お
り
、
既
定
予
算

で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
予
算
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

現
在
、
対
応
で
き
て
い
る
件
数
は

何
件
か
。

答

す
ぐ
や
る
土
木
予
算
の
執
行
済
額
は

約
４
２
０
０
万
円
で
、
１
０
１
件
分
の
工
事

を
実
施
し
て
い
る
。

問

今
回
の
２
９
０
０
万
円
の
追
加
予

算
に
お
い
て
、
既
に
予
定
し
て
い
る
工
事

は
あ
る
の
か
。

答

既
に
64
件
の
現
地
調
査
を
済
ま
せ
て

お
り
、こ
れ
ら
の
概
算
工
事
費
を
積
算
し
て
、

２
９
０
０
万
円
の
追
加
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。問

今
年
度
は
２
９
０
０
万
円
、
令
和

５
年
度
は
２
３
０
０
万
円
、
令
和
４
年
度

は
２
４
０
０
万
円
と
、
補
正
予
算
を
組
む

こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
。

補
正
予
算
は
、
法
律
改
正
、
経
済
の
変

動
、
突
発
的
な
災
害
等
の
と
き
に
組
む
べ

き
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
補
正
予
算

計
上
、
そ
れ
か
ら
の
工
事
発
注
で
は
、
タ

イ
ム
ロ
ス
が
あ
り
、
市
民
生
活
に
不
便
を

か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

通
常
的
に
か
か
る
費
用
で
あ
れ
ば
、
当

初
予
算
額
に
追
加
補
正
予
算
額
を
合
計
し

た
約
７
０
０
０
万
円
程
度
を
、
当
初
予
算

と
し
て
組
む
の
が
本
来
で
は
な
い
か
。

答

指
摘
の
と
お
り
、
工
事
へ
の
着
手
が

遅
れ
る
こ
と
で
市
民
生
活
に
不
便
を
か
け
て

し
ま
う
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
補
正
予
算
で
計
上
し
て
い
た
額
を
当
初

予
算
に
含
め
て
予
算
要
求
し
て
い
き
た
い
。

11 議会だより【令和７年２月】

前
八
幡
浜
市
議
会
議
長
の

議
員
辞
職
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
設
置

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
前
八
幡
浜

市
議
会
議
長
の
議
員
辞
職
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
議
案

が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

12
月
現
在
、
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

前
八
幡
浜
市
議
会
議
長
の
議
員
辞
職
に

関
す
る
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。委

員
の
構
成
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

前
八
幡
浜
市
議
会
議
長
の
議
員
辞
職

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
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編
集
後
記

今
回
の
12
月
議
会
で
一
般
質
問
を
し
た
議
員
は
、

２
人
だ
け
で
し
た
。
私
は
、
２
期
・
７
年
半
の
議
員

活
動
で
、
初
め
て
体
調
不
良
の
た
め
、
一
般
質
問
を

お
休
み
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
市
政
に
届
け
、
市
民
の
た

め
の
市
政
に
な
る
よ
う
質
し
て
い
く
」、
そ
の
思
い

で
、
毎
回
様
々
な
質
問
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

そ
の
貴
重
な
機
会
を
、
今
回
活
か
す
こ
と
が
で
き

ず
、
本
当
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
今

後
は
、
体
調
管
理
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
最
近
、
八
幡
浜
市
議
会
は
、
た
び
た
び
新
聞

や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
託
さ
れ
た
議
席
の
重
み
を
、
改
め

て
受
け
止
め
て
、
私
も
一
議
員
と
し
て
、
も
っ
と
政

策
論
議
や
議
会
改
革
な
ど
で
、
よ
り
良
い
話
題
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
議
論
に
参
加
し
、
実

現
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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市
長
・
市
議
同
時
選
挙
に

関
す
る
特
別
委
員
会
設
置

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
市
長
・
市

議
同
時
選
挙
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
の

設
置
に
つ
い
て
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、
市

長
・
市
議
会
議
員
の
同
時
選
挙
に
関
す
る

調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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